ケアマネジャー用説明
【医療と介護の連絡用紙】の利用について
· ケアマネジャーと医師との連絡用紙です。

「連絡用紙１」と「連絡用紙２」がありあます。
「連絡用紙１」はケアマネジャーから主治医への連絡と軽微な相談の時に利用します。
「連絡用紙２」は、主治医が担当者会議への参加が困難な場合やサービス担当者会議が開催されない場合にケアプランの策定等に必要な情報提供を行なうときに利用します。診療情報提供料の個人負担が生じる場合があるので事前に別紙「情報提供同意書」を利用者に説明し、同意を得ておく必要があります。主治医からケアマネジャー等に対する情報提供の方法は主治医が決めます。


【利用手順】

①主治医意見書で医療情報を把握する。

②「医療と介護の連絡用紙１」を記入し担当になったことの連絡。担当者会議の連絡。意見照会等行なう。
※「連絡」のみや軽微な相談は「連絡用紙１」を利用する。
③医療系サービス利用等、より詳細な診療情報が必要な場合は利用者の同意を得た「情報提供同意書」と利用者の状態等を記入した「連絡用紙１」と「連絡用紙２」を主治医に渡して情報提供を受ける。または、医療機関の指定用紙で情報提供を受ける。

『医療と介護の連絡用紙１』
《利用例》新規担当のケアマネとして主治医に挨拶に行く際に持参する。
　　　　今後の連絡方法の確認。担当者会議の連絡と意見照会をする。
　　　　ケアプラン作成や支援方法等の軽微な相談をする。

《記入方法》
①【宛先】【発信元】を記入　

②《連絡・相談　理由》《添付書類等》→　該当箇所に○
　　③【利用者】の欄を記入　　

④【サービス利用等】→利用を予定しているサービスにレ。週単位の回数。

空欄に、曜日や事業所名等記入。
⑤【□連絡・□相談】の記入

【連絡】のみ　→【　レ連絡　・相談】

該当箇所にレを付け、連絡事項を簡潔に記入。
⑥軽度者の福祉用具レンタルの書類等、役所の規定の様式がある物は添付する。

· 面談で意見聴取できるときは面談を優先する。

　　⑦相談欄：該当箇所にレ。

※ケアマネが記入しやすいようにアレンジしても良い。

⑧返信欄：主治医が返事を記入しやすいように工夫する　
